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しょうねん
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 ℡２３－１５１７  休館
きゅうかん

日
び

：火曜日
か よ う び

・祝日
しゅくじつ

（こどもの日
ひ

を除
のぞ

く）・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

 

＜新年
しんねん

 あけまして おめでとうございます＞ 

 

皆様
みなさま

、あけましておめでとうございます。本年
ほんねん

も少年
しょうねん

科学館
か が く か ん

をよろしくお願
ねが

いいたします。昨年
さ くねん

は新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

に神経
しんけい

をとがら

せながら生活
せいかつ

する１年
ねん

でした。本年
ほんねん

はそれが終息
しゅうそく

し、普通
ふ つ う

に生活
せいかつ

できるようになればいいなと思
おも

っています。 

今年
こ と し

は「丑
う し

年
どし

」です。冬
ふゆ

の空
そら

の天頂
てんちょう

近
ちか

くには赤
あか

く輝
かがや

く一等
いっと う

星
せい

アルデバランを目
め

 

に持
も

つおうし座
ざ

が、いつもより大
おお

きく見
み

えているようです。おうし座
ざ

が向
む

かう先
さき

に 

は狩人
かりゅうど

の星座
せ い ざ

オリオン座
ざ

があります。また、振
ふ

りかざした角
つの

の先
さき

には英雄
えいゆう

エリク 

トニウスを表
あらわ

したぎょしゃ座
ざ

があります。オリオン座
ざ

には赤
あか

く輝
かがや

くベテルギウスと 

青白
あおじろ

く輝
かがや

くリゲル、ぎょしゃ座
ざ

には北極
ほっきょく

星
せい

に一番
いちばん

近
ちか

い一等
いっと う

星
せい

カペラがあります。 

オリオン座
ざ

の南
みなみ

には、恒星
こうせい

の中
なか

で全天
ぜんてん

一
いち

の明
あか

るさを誇
ほこ

るシリウスが輝
かがや

くおお 

いぬ座
ざ

があります。また、オリオン座
ざ

の東側
ひがしがわ

には、こいぬ座
ざ

の一等
いっと う

星
せい

プロキオン 

が輝
かがや

いています。おおいぬ座
ざ

とこいぬ座
ざ

は、おうし座
ざ

に立
た

ち向
む

かうオリオン座
ざ

を 

応援
おうえん

しているようにも見
み

えますね。 

こいぬ座
ざ

の上
う え

には一等
いっと う

星
せい

ポルックスと二等
に と う

星
せい

カストルが輝
かがや

くふたご座
ざ

があり 

ます。赤
あか

っぽく輝
かがや

くポルックスが弟
おとうと

、白
しろ

く輝
かがや

くカストルが兄
あに

になります。この２つ 

の星
ほし

は、日本
にっぽん

でも古
ふる

くから「金星
きんぼし

・銀
ぎん

星
ぼし

」とか「めがね星
ぼし

」とか呼
よ

ばれてきました。 

関心
かんしん

を持
も

たれていたのですね。 

１月
がつ

の夜空
よ ぞ ら

は寒
さむ

さが厳
きび

しいです。防寒
ぼうかん

対策
たいさ く

をしっかりして楽
たの

しく観望
かんぼう

してください。 
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＜はやぶさ２のカプセルが地球に帰還しました！＞ 

 

昨年の１月号で、「小惑星探査機はやぶさ２がリュウグウを離れ、地球に帰還するためイオンエンジンを点火しました」との記事を掲載 

したのですが、そのはやぶさ２が１年がかりで地球に帰還し、１２月５日にサンプルの入ったカプセルを打ち出しました。そしてそのカプセ 

ルは翌６日未明にオーストラリアのウーメラ実験場に無事着地しました。 

はやぶさ２は、リュウグウ到着後に（１）小型ローバー：ミネルバによる表面撮影、（２）第１回タッチダウン 

（サンプル採取）、（３）インパクターによる人工クレーターづくり、（４）第２回タッチダウン（内部サンプル採取） 

といった複雑なミッションをすべてクリアしての帰還ですので、関係者だけでなく多くの方が喜びました。 

日本に戻ってきたカプセルは、中にかなりの土砂が入っているようです。ＪＡＸＡの方が「言葉を失うほど」 

の感動を覚えられたのも無理はないと思います。サンプルの半分はＪＡＸＡが保有し、他はアメリカのＮＡＳＡ 

などの海外機関に分配され、また一部は将来の分析技術の進歩を想定して保存されるそうです。 

このような素晴らしいサンプルを地球に届けたはやぶさ２は現在、次の目的地である小惑星１９９８ＫＹ２６ 

に向けて地球から遠ざかっています。直径３０ｍほどの小型の小惑星で高速自転していることがわかってい 

ます。到着は２０３１年７月ごろとみられていますが、無事到着してまた新しい情報を届けてくれることを願っています。 

 
国立天文台 HPより 

天頂 
東 

南 

 

木星の公転周期は土星の公転周期よりも早いた

め、２０年間隔で木星が土星を追い越す天文現象が

起こります。それが昨年１２月２０日～２２日の間に起

こりました。夕方の西空でまだ木星と土星は近くに見

えていますが、少しずつ離れていきます。 


